
ピ
ー
ア
ン
ド
エ
フ

　
ド
イ
ツ
の
防
爆
機
器
メ
ー
カ

ー
、
ピ
ー
ア
ン
ド
エ
フ
は
ブ
ー
ス

内
で

分
の
防
爆
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
く
。
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｔ

ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
・
ア
ー
ク
・
リ
コ
グ
ニ
シ
ョ

ン
・
ア
ン
ド
・
タ
ー
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン

な
ど
を
紹
介
す
る
。
テ
ー
マ

は

今
さ
ら
聞
け
な
い
「
防
爆
っ

て
何
？
」

分
で
わ
か
る
本
質

安
全
防
爆
セ
ミ
ナ
ー

防
爆
革
新

！
最
新
の
本
質
安
全
防
爆
「
Ｄ
Ａ

Ｒ
Ｔ
」
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
―
の
３
テ

ー
マ
を
１
日
２
回
、
３
日
間
開

催
。
聴
講
料
は
無
料
。

　
ま
た
本
質
安
全
防
爆
バ
リ
ア

ー
、
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｔ
関
連
機
器
、
フ
ィ

ー
ル
ド
バ
ス
関
連
機
器
や
フ
ィ
ー

ル
ド
バ
ス
上
で
高
度
物
理
層
診
断

が
可
能
な
「
Ａ
Ｄ
Ｍ
」
、
内
圧
防

爆
パ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
、
防
爆
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
、
Ｄ
Ａ
Ｒ

Ｔ
電
源
を
使
用
し
て
、
火
花
発
生

を
防
ぐ
技
術
を
デ
モ
機
で
紹
介
。

そ
の
他
、
英
国
の
防
爆
機
器
メ
ー

カ
ー
、
Ｂ
Ｅ
Ｋ
Ａ
の
現
場
表
示
器

や
本
質
安
全
防
爆
時
計
な
ど
も
展

示
す
る
。

計測展２０１２　ＯＳＡＫＡいよいよ開幕

田
中
電
気
研
究
所

　
田
中
電
気
研
究
所
は
環
境
の
安

全
・
安
心
・
信
頼
を
測
定
・
数
値

化
す
る
技
術
を
得
意
と
す
る
。
中

で
も
工
場
や
発
電
所
な
ど
の
固
定

発
生
源
ダ
ス
ト
濃
度
計
は
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。

　
光
散
乱
方
式
連
続
環
境
粉
塵
モ

ニ
タ
ー
「
Ｅ
Ｄ
Ｍ
―
２
０
１
０
」

は
粉
塵
が
発
生
す
る
作
業
現
場
空

間
の
管
理
用
に
開
発
。
プ
ロ
セ
ス

制
御
機
器
と
し
て
粉
塵
濃
度
の
３

６
５
日
連
続
測
定
が
可
能
だ
。
イ

ン
バ
ー
タ
ー
制
御
盤
と
組
み
合
わ

せ
れ
ば
集
塵
機
の
省
エ
ネ
運
転
も

実
現
で
き
る
。
ス
パ
ン
校
正
の
自

動
化
や
エ
ア
パ
ー
ジ
機
構
内
蔵
に

よ
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
負
担
は
大

幅
に
軽
減
さ
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
高
感
度
型
ノ
ン
サ

ン
プ
リ
ン
グ
光
散
乱
式
ダ
ス
ト
濃

度
計
「
Ｄ
Ｄ
Ｍ
―
２
０
０
１
」
、

プ
ロ
ー
ブ
型
光
散
乱
式
ダ
ス
ト
濃

度
計
「
Ｄ
Ｄ
Ｍ
―
Ｈ
Ａ
Ｌ
２
」
、

ソ
ー
ラ
ー
避
難
誘
導
塔
「
Ａ
Ｅ
―

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
」
を
紹
介
す
る
。

有力企業の製品・技術〈順不同〉

新しい社会を
　
計
測
・
制
御
機
器
の
専
門
展
と
し
て
長
い
歴
史
を
持
つ
「
計
測
展
」
が

月

日

か
ら

月
２
日
ま
で
の
３
日
間
、
大
阪
市
の
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪

中
之
島
・
大

阪
国
際
会
議
場

で
開
催
さ
れ
る
。
主
催
は
日
本
電
気
計
測
器
工
業
会

Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ

Ｍ
Ａ

。
展
示
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
新
製
品
や
新
技

術
が
紹
介
さ
れ
る
。
入
場
料
は
１
０
０
０
円

事
前
登
録
者
は
無
料

。
通
算

回

目
の
開
催
と
な
る
今
年
は
大
阪
開
催
で
過
去
最
高
の

社
が
出
展
す
る
。

白
熱
す
る
討
論
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
特
別
講
演
の
テ
ー
マ
に

スマートソサエティーと安心・安全
プ
ロ
グ
ラ
ム
充
実

　
「
計
測
展
」
は
電
気
計
測

機
器
に
関
す
る
最
新
技
術
や

製
品
が
紹
介
さ
れ
る
。
モ
ノ

づ
く
り
を
は
じ
め
、
日
本
の

あ
ら
ゆ
る
産
業
を
裏
方
と
し

て
支
え
て
い
る
の
が
計
測
・

制
御
技
術
で
あ
り
、
同
展
は

そ
の
最
新
情
報
が
一
度
に
、

多
角
的
に
見
ら
れ
る
展
示
会

だ
。
東
京
と
大
阪
で
交
互
に

開
催
さ
れ
て
お
り
、
大
阪
開

催
の
今
年
は
メ
ー
ン
テ
ー
マ

が
「
計
測
と
制
御
で
創
る
未

来
の
地
球
」
、
サ
ブ
テ
ー
マ

が
「
―
ス
マ
ー
ト
ソ
サ
エ
テ

ィ
ー
と
安
心
・
安
全
―
」

だ
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
の
計
測
展

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
実
行
委
員
会
委

員
長
で
あ
る
前
野
晃
男
氏
は

「
新
し
い
社
会
、
ス
マ
ー
ト

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
展
示

会
に
す
る
。
東
京
と
の
交
互

開
催
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大

阪
開
催
な
ら
で
は
の
話
題
も

用
意
し
た
」
と
開
幕
に
向
け

た
意
気
込
み
を
語
る
。
ま

た
、
「
基
調
講
演
や
特
別
講

演
、
セ
ミ
ナ
ー
と
い
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
っ

た
」

同

。

　
今
年
の
基
調
講
演
は
大
阪

開
催
と
い
う
地
域
色
を
打
ち

出
し
た
テ
ー
マ
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。
開
幕
日
の

月

日

時
か
ら
会
場
Ｅ

１
０

０
９
会
議
室

で
、
経
済
産

業
省
近
畿
経
済
産
業
局
長
で

あ
る
小
林
利
典
氏
が
「
関
西

の
産
業
活
性
化
へ
向
け
て
」

と
題
し
た
講
演
を
行
う
。
今

年
６
月
に
産
業
構
造
審
議
会

の
新
産
業
構
造
部
会
で
発
表

さ
れ
た
「
経
済
社
会
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
は
「
成
長
の
た
め
の

成
長
」
で
は
な
く
「
豊
か
さ

を
実
感
で
き
る
成
長
」
へ
の

転
換
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の

講
演
で
は
ビ
ジ
ョ
ン
と
と
も

に
新
産
業
創
出
と
産
業
構
造

の
転
換
に
つ
い
て
の
関
西
に

お
け
る
新
た
な
取
り
組
み
が

紹
介
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
２
日
目
の
基
調
講

演
と
し
て
は

月
１
日
に
技

術
研
究
組
合
制
御
シ
ス
テ
ム

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
理

事
長
で
、
電
気
通
信
大
学
情

報
理
工
学
研
究
科
教
授
の
新

誠
一
氏
に
よ
る
「
制
御
系
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
最
新
動
向
」

が
、
３
日
目
の
基
調
講
演
は

世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主

幹
の
澤
昭
裕
氏
が
「
い
ま
、

何
を
議
論
す
べ
き
か
な
の
か

？
」
と
題
し
た
講
演
を
行

う
。

　
特
別
講
演
も
毎
回
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
話
題
を
取
り
上
げ

る
こ
と
か
ら
人
気
が
高
い
イ

ベ
ン
ト
。
開
幕
日
の

月

日

時
半
か
ら
、
高
知
県
メ

タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
開
発
研

究
会
理
事
長
で
、
東
京
工
業

大
学
、
高
知
工
科
大
学
の
名

誉
教
授
で
あ
る
鈴
木
朝
夫
氏

が
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

使
い
方
―
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ

ー
ト
、
地
熱
発
電
、
そ
し
て

ス
ト
レ
ー
ジ
―
」
と
題
し
た

講
演
を
行
う
。

　
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
は

永
久
凍
土
の
地
底
や
水
深
５

０
０

以
下
の
海
底
な
ど
、

低
温
高
圧
の
過
酷
な
環
境
下

に
存
在
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
。
燃
え
る
氷
と
も
呼
ば

れ
る
。
日
本
近
海
の
埋
蔵
量

は
日
本
で
消
費
さ
れ
る
液
化

天
然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

換
算

で
約
１
０
０
年
分
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
今
年
２
月
に
は

商
用
生
産
を
見
据
え
た
産
出

試
験
が
愛
知
県
沖
で
始
ま
っ

た
。
ま
た
、
今
月
、
秋
田
県

で
行
わ
れ
て
い
た
シ
ェ
ー
ル

オ
イ
ル
の
採
掘
実
験
で
は
１

０
０
・
６

の
流
体
回
収

を
行
い
、

・
１

の
原

油
確
認
が
行
わ
れ
た
。
日
本

の
海
底
・
地
下
資
源
の
採
掘

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

　
今
後
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
を
ど
う
使
っ
て
い
く
べ
き

か
を
考
え
て
い
く
上
で
、
こ

の
特
別
講
演
は
聞
き
逃
せ
な

い
モ
ノ
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ

の
他
の
講
演
内
容
や
講
師
な

ど
に
つ
い
て
の
詳
細
は
同
展

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

へ
。

　

月
１
日

時
半
か
ら
会

場
Ｅ

１
０
０
９
会
議
室

で
開
催
さ
れ
る
「
ラ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
は

産
学
官
の
代
表
者
に
よ
る
公

開
討
論
会
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
計
測
関
係
業
界
以
外
か
ら

も
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
「
ス
マ
ー
ト
技
術
」
な

ど
を
話
題
に
取
り
上
げ
た

「
ス
マ
ー
ト
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

の
実
現
に
向
け
て
」
だ
。

　
九
州
大
学
大
学
院
シ
ス
テ

ム
情
報
科
学
研
究
所
電
気
シ

ス
テ
ム
工
学
部
門
教
授
の
合

田
忠
弘
氏
、
経
済
産
業
省
近

畿
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
部
次
長
の
薗
利
彦

氏
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都

市
推
進
機
構
理
事
で
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
長
の
二
宮
清
氏
、
大

和
ハ
ウ
ス
工
業
総
合
技
術
研

究
所
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
技
術
研

究
室
の
主
任
研
究
員
の
吉
田

博
之
氏
、
三
菱
電
機
電
力
流

通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
電
力
流
通

第
一
グ
ル
ー
プ
の
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
マ
ル

ミ
ロ
ー
リ
・
マ
ル
タ
氏
、
Ｊ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

低
炭
素
政
策
委
員
会
の
委
員

長
の
石
隈
徹
氏
が
登
壇
。

　
持
続
可
能
な
成
長
を
も
た

ら
す
社
会
、
ス
マ
ー
ト
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
を
構
築
す
る
た
め

に
必
要
な
技
術
や
製
品
、
国

際
標
準
化
問
題
、
ス
マ
ー
ト

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
構
築
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
社
会
的
効
果
な

ど
に
つ
い
て
の
討
論
が
行
わ

れ
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
事
務

局
次
長
の
林
祐
次
氏
が
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
議

事
進
行
を
務
め
る
。

　
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ

シ
ョ
ン
は
毎
回
、
満
席
に
な

る
人
気
イ
ベ
ン
ト
。
そ
の
た

め
、
参
加
希
望
す
る
場
合
に

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
事
前

申
し
込
み
を
し
た
方
が
よ
い

だ
ろ
う
。

　
一
方
、
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
の

各
委
員
会
が
主
催
す
る
Ｊ
Ｅ

Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
委
員
会
セ
ミ
ナ
ー

で
は

月
２
日
、
会
場
Ｅ
で

開
催
さ
れ
る
「
Ｅ
Ｕ
に
始
ま

り
世
界
に
広
が
る
、計
測
制

御
機
器
を
取
り
巻
く
環
境
関

連
規
制
」
に
注
目
し
た
い
。

　
欧
州
連
合

Ｅ
Ｕ

加
盟

国
が
２
０
０
６
年
７
月
か
ら

行
っ
て
き
た
「
電
気
・
電
子

機
器
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害

物
質
の
使
用
制
限
に
関
す
る

欧
州
議
会
及
び
理
事
会
指
令

Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
指
令
　
２
０
０

２
／
９
５
／
Ｅ
Ｃ

」
に
よ

る
規
制
は
環
境
負
荷
に
影
響

を
与
え
る
物
質
を
電
子
デ
バ

イ
ス
か
ら
排
除
し
て
い
く
取

り
組
み
。
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
は

年

７
月
に
改
正
が
行
わ
れ
、
Ｒ

ｏ
Ｈ
Ｓ
２
・
０
と
呼
ば
れ
る

改
正
版
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
「
２
０
１

１
／
６
５
／
Ｅ
Ｕ
」
が
施
行

さ
れ
て
い
る
。

年
１
月
３

日
か
ら
、
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
は
改
正

版
に
完
全
移
行
す
る
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
に
駐
在
し
て
い
る

Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
環
境
グ
リ
ー

ン
委
員
会
副
委
員
長
の
中
井

章
仁
氏
が
現
地
の
最
新
情
報

を
紹
介
す
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １０月２４日 水曜日 　　


